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・
４
月
25
日
（
土
）
13
時
30
分
か
ら
「
拡

大
委
員
長
連
絡
会
」
を
開
催

・
東
京
教
区
の
代
祷･

信
施
奉
献
先

に
「
大
韓
聖
公
会
釜
山
教
区
済
州
教

会
（
11
月
）
」
新
設
に
対
し
、
朴
主

教
よ
り
御
礼
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

協
議
事
項

・
３
月
29
日
の
合
同
堅
信
式
に
つ
い
て

・
教
区
会
提
出
の
議
案
に
つ
い
て
確
認

・
退
職
司
祭
へ
支
払
う
の
退
職
金
に

つ
い
て

・
人
事
に
つ
い
て

◇
【
本
日
開
催
】
第
６
回
東
京
教
区

青
年
会 

〜
青
年
会
卒
業
式
〜

36
歳
を
迎
え
た
仲
間
の
卒
業
式
を
皆

で
作
り
ま
す
。

東 京 教 区 時 報

◇
信
仰
と
生
活
委
員
会
報
告

（
３
月
５
日
）

　

会
の
始
め
に
大
畑
主
教
よ
り
「
宣

教
の
働
き
は
思
い
通
り
進
ま
ず
、
行

き
つ
戻
り
つ
し
な
が
ら
進
ん
で
い
く

が
、
そ
こ
に
必
ず
イ
エ
ス
が
共
に
い

て
く
だ
さ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
歩
ん

で
い
き
た
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
委
員
会
の
今
後
の
あ
り
方
と

し
て
「
東
京
教
区
が
出
し
た
宣
教
方

針
『
い
と
小
さ
き
者
と
共
に
生
き
る
』

と
聖
公
会
の
宣
教
の
五
指
標
を
踏
ま

え
て
、
委
員
会
の
働
き
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
課
題
は
山
の
よ
う

に
あ
り
、
そ
の
中
で
最
優
先
課
題
は

何
か
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
進
め
て

行
く
か
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

　

そ
の
後
、
自
由
に
委
員
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
討
議
、
「
真
面
目
な
こ

と
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
し
た
い
」「
各
教
会
で
困
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
リ
サ
ー
チ
し

て
、
そ
れ
を
解
決
す
る
手
助
け
が
で

き
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
」
「
子

ど
も
、
中
高
生
、
青
年
、
壮
年
と
人

生
の
移
ろ
い
に
応
じ
て
、
そ
の
信
仰

生
活
の
現
場
に
結
び
つ
い
た
こ
と
を

考
え
る
」
「
今
年
は
戦
後
70
年
で
そ

の
た
め
の
学
び
を
し
た
ら
ど
う
か
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
継
続
審
議

と
な
っ
た
。

＊
報
告
事
項

・
５
月
16
日
（
土
）
に
日
曜
学
校
ス

タ
ッ
フ
連
絡
会
主
催
の
「
子
ど
も

フ
ェ
ス
タ
」
を
聖
三
一
教
会
で
行
う
。

（
次
回
４
月
17
日
）

◇
常
置
委
員
会
報
告
（
３
月
９
日
）

　

会
の
は
じ
め
に
諸
聖
徒
幼
稚
園
閉

園
に
と
も
な
い
、
牧
師･

担
当
者
か

ら
の
お
話
し
を
伺
っ
た
。

教
務
主
事
報
告

・
４
月
よ
り
ヤ
マ
ト
運
輸
の
メ
ー
ル

便
廃
止
に
と
も
な
い
、
教
区
郵
便
物

の
対
応
に
つ
い
て

財
務
主
事
報
告

・
２
月
末
の
会
計
収
支
報
告

宣
教
主
事
報
告

・
各
委
員
会
に
つ
い
て
の
報
告

・
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
た
め
作
業
中

・
第
49
回
日
韓
の
歴
史
を
学
ぶ
会
を

３
月
22
日
（
日
）1

5

時
か
ら
聖
バ

ル
ナ
バ
教
会
で
開
催

当
日
参
加　

大
歓
迎
で
す
！

対
象
年
齢
：
18
歳
～
35
歳

日
時
：
３
月
22
日
（
日
）
17
時

場
所
：
聖
ア
ン
デ
レ
主
教
座
聖
堂

参
加
費
：
５
０
０
円

問
合
せ
：
03(

３
４
３
１)

２
８
８
２

（
聖
ア
ン
デ
レ
主
教
座
聖
堂
）

e
-
m
a
i
l

：s
e
i
n
e
n
k
a
i
.
t
k
o
@
n
s
k
k
.

o
r
g詳

細
は
、
各
教
会
の
青
年
会
ポ
ス

タ
ー
を
ご
参
照
下
さ
い
。

◇
東
京
教
区
の
「
使
命
」
に
つ
い
て

語
る
懇
談
会

＊
第
３
回

３
月
28
日
（
土
）
10
時
半
～
12
時

聖
パ
ウ
ロ
教
会

今週・来週の予定

３月２２日～４月４日

２２（日）	 大斎節第５主日

	 諸聖徒幼稚園閉園感謝礼拝

	 城南Ｇ教会協議会

	 下町Ｇ教会協議会

	 山手Ｇ教会協議会　

２５（水）	 資料保全委員会

	 人権委員会

２７（金）	 東日本大震災支援対策室

２８（土）	 東京教区の「使命」について語る		

　	 懇談会（聖パウロ教会・真光教会）

２９(日）	 復活前主日

	 合同堅信式

４月

　２（木）　聖油聖別の聖餐式

	        （聖アンデレ主教座聖堂）

　３（金）	 受苦日（聖アンデレ主教座聖堂）

１



２

＊
第
４
回

３
月
28
日
（
土
）
14
時
～
15
時
半

真
光
教
会

◇
受
苦
日
礼
拝

日
時
：
４
月
３
日
（
金
）
12
時

場
所
：
聖
ア
ン
デ
レ
主
教
座
聖
堂

司
式
：
大
森
明
彦
司
祭

説
教
：
金
大
原
司
祭

▽
Ｕ
26
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
企
画　

合
同
聖
書
研
究
会

日
時
：
４
月
12
日(

日) 

15
時
～

場
所
：
聖
ア
ン
デ
レ
教
会

対
象
：
18
～
26
歳

問
合
せ
先
：b

l
.
b
.
b
.
3
4
@
g
m
a
i
l
.

c
o
m

　

　

２
月
に
行
わ
れ
た
第
４
回
Ｕ
26
集
会

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
で
、
横
浜
教
区

と
合
同
聖
書
研
究
会
を
行
い
ま
す
。

　

Ｕ
26
に
関
す
る
詳
細
は
『
活
動
発

信
セ
ン
タ
ー(

h
t
t
p
:
/
/
n
s
k
k
-
u
2
6
.

b
l
o
g
s
p
o
t
.
j
p
/
)

』
を
ご
覧
下
さ
い
。

（
青
年
担
当 

新
田
宛
）

◆
と
こ
し
え
の
平
安

３
月
14
日　

月
岡
久
美
子
（
82
）

聖
ル
カ

３
月
17
日　

菊
池　

正
一
（
92
）

聖
ペ
テ
ロ

▽
奉
献
先
紹
介

「
地
域
と
共
に
歩
む
こ
と
を
願
い
」

　

在
日
の
日
本
人
の
生
き
生
き
と

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
聖
公
会

生
野
セ
ン
タ
ー

　

１
９
９
２
年
に
開
設
さ
れ
て
早

23
年
が
た
ち
ま
し
た
。

　

聖
公
会
生
野
セ
ン
タ
ー
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
な
っ
て
10
年
を
経
ま
し

た
。
現
在
移
転
後
８
年
が
た
ち
毎

週
在
日
の
高
齢
者
、
地
域
の
障
が

い
者
、
韓
国
語
教
室
に
通
う
人
々

と
「
種
々
雑
多
な
人
た
ち
」
の
集

う
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
に
来
る
人
は
そ
れ
ぞ
れ
「
重

荷
」
を
背
負
っ
て
い
る
人
た
ち
が

多
く
私
た
ち
は
寄
り
そ
う
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

生
野
地
域
で
共
に
生
き
る
と
い

う
こ
と
は
在
日
韓
国
朝
鮮
人
と
日

本
人
が
共
に
生
き
る
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
す
べ
て

の
人
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

生
野
地
域
は
戦
前
か
ら
の
在
日

に
加
え
て
80
年
代
後
半
か
ら
韓
国

か
ら
新
た
に
多
く
の
人
が
渡
日
し

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
中

国
の
朝
鮮
族
の
人
た
ち
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
今
や
大
き
な
コ
リ
ア

ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ア
ジ
ア
各
国

を
始
め
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
外
国

人
も
共
存
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数

年
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
生
野

地
域
に
も
吹
き
荒
れ
ま
し
た
が
多

く
の
人
と
共
に
闘
い
、
現
在
は
生

野
地
域
で
は
鳴
り
を
潜
め
て
い
ま

す
。
右
傾
化
の
進
む
中
で
「
共
に

在
る
こ
と
」
を
大
切
に
し
て
こ
れ

か
ら
も
働
い
て
行
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

総
主
事　

呉
光
現
（
オ
・
ク
ア
ン

ヒ
ョ
ン
）

・
女
性
の
家
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ

　

女
性
の
家
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
は
、
日
本

キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
の
創
立

100
周
年
記
念
に
１
９
８
６
年
に
設

立
さ
れ
た
日
本
で
草
分
け
の
女
性

と
母
子
の
シ
ェ
ル
タ
ー
で
す
。
緊

急
避
難
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
国
籍
・

宗
教
・
在
留
資
格
の
有
無
を
問
わ

ず
、
シ
ェ
ル
タ
ー
と
電
話
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
設
立
時
か
ら
非

正
規
在
留
（
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
・

無
国
籍
）
の
女
性
と
母
子
を
受
け

入
れ
て
き
ま
し
た
。
今
夜
、
安
全

に
滞
在
す
る
場
所
の
な
い
方
に
居

場
所
を
提
供
し
、
次
の
新
し
い
一

足
を
踏
み
出
す
準
備
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。

　

設
立
以
来
２
０
１
３
年
３
月
ま

で
に
大
人
４
８
０
８
人
、
子
ど
も

１
２
７
１
人
を
受
け
入
れ
ま
し

た
。
日
本
人
：
大
人
２
０
１
９
人
、

子
ど
も
６
２
６
人
、
外
国
人
：
大

人
２
７
８
９
人
、
子
ど
も
６
４
５

人
で
す
。
設
立
当
初
は
、
外
国
人

入
所
者
の
90
％
が
人
身
取
引
被
害

者
で
、
ほ
と
ん
ど
が
帰
国
し
ま
し

た
。
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
外

国
人
の
入
所
理
由
が
日
本
人
配
偶

者
の
暴
力
へ
変
化
し
、
日
本
に
定

住
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
ま

し
た
。
日
本
人
は
配
偶
者
の
暴
力
、

居
所
な
し
が
入
所
理
由
の
大
半
で

す
。
特
に
最
近
は
10
代
の
入
所
者

が
増
え
、
現
行
制
度
の
中
で
は
自

立
に
向
け
た
支
援
が
難
し
い
ケ
ー

ス
が
何
件
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
法
の
狭
間
に
い
る
日
本
人

や
外
国
人
を
、
民
間
機
関
で
あ
る

Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
が
独
自
に
支
援
せ
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
制

度
が
整
え
ら
れ
る
よ
う
に
政
府
に

提
言
す
る
こ
と
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

す
。


